
写真左から、「課題探究プログラム」を担当する山
岡 翠先生、総合学科主任で「翼プロジェクト」を
企画・運営する永池航太郎先生。

　

長
野
市
立
長
野
高
校
の「
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、1
年
次
の「
産
業
社
会
と
人
間
」（
総
合
学
科

の
原
則
履
修
科
目
）と
２
年
次
の「
課
題
探
究
プ

ロ
グ
ラ
ム（
＝
総
合
的
な
探
究
の
時
間
）
」を
貫

く
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
探
究
学
習
。
1
年
次
は

「
わ
た
し
の
探
究
・
わ
た
し
を
探
究
」、2
年
次
は

「
未
来
に
は
ば
た
く
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
、生
徒
が
自
己
の
未
来
を
創
造

し
、生
涯
を
通
し
て
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

1
年
次
の「
産
業
社
会
と
人
間
」の
前
半
は
、

自
分
の
進
路
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た
り（
キ

ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
）、大
学
で
の
学
び
や
学

問
に
触
れ
た
り（
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
）す
る

フ
ェ
ー
ズ
。
学
期
中
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
話

や
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
通
し
て
社
会
へ
の

関
心
や
自
己
理
解
を
深
め
る
。
夏
休
み
に
は
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
い
ず
れ
か
に
参
加
。
9
月
に
行
わ
れ
る

大
学
の
模
擬
講
義
や
進
路
研
修
旅
行
を
挟
み
、

10
月
に
は
自
身
の
夏
休
み
の
体
験
を
発
表
す
る
。

　

後
半
は
、2
年
次
の「
課
題
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
向
け
た
助
走
期
間（
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
）。

提
携
す
る
教
育
系
企
業
に
よ
る
課
題
設
定
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
メ
ン
タ
リ

ン
グ
な
ど
を
通
し
て
、生
徒
は
自
分
が
取
り
組
み

た
い
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
で
い
く
。「
大
事
な
の
は
、

こ
う
あ
り
た
い
、こ
う
し
た
い
と
い
う
生
徒
自
身
の

W
ill（

意
志・
内
発
的
動
機
）を
耕
す
こ
と
。そ
の
た

め
に
、生
徒
自
身
の
興
味・
関
心
か
ら
出
発
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
」と
、「
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

企
画・
運
営
す
る
永
池
航
太
郎
先
生
は
言
う
。

「
自
分
が
本
当
に
好
き
な
こ
と
や
興
味
・
関
心
の

あ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
す
る
こ
と
が
、と
こ
と

ん
追
求
し
た
い
と
思
え
る
探
究
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
と
思
う
ん
で
す
。
出
発
点
は
日
常

的
・
個
人
的
な
興
味
・
関
心
だ
っ
た
け
ど
、調
べ
た

り
人
に
話
を
聞
い
た
り
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る

な
か
で
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
た
り
感
じ
た
り
考

え
た
り
し
て
視
野
が
広
が
り
、最
終
的
に
地
域
や

社
会
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
っ
て
く

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
永
池
先
生
）

　

続
く
2
年
次
の「
課
題
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、

個
人
探
究
で
も
グ
ル
ー
プ
探
究
で
も
可
と
し
、探

究
テ
ー
マ
ご
と
に
９
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
ゼ
ミ
形

式
で
学
び
を
深
め
て
い
く
。分
野
の
設
定
は
、生
徒

た
ち
が
挙
げ
た
テ
ー
マ
に
よ
り
年
度
ご
と
に
更
新

し
て
い
る
。例
え
ば
、今
年
度
は
ま
ち
の
活
性
化
や

高
校
生
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
地
域
に
関
わ
る
テ

ー
マ
を
選
ん
だ
生
徒
が
多
く
、昨
年
度
ま
で
は
な
か

っ
た「
ま
ち
づ
く
り
」の
分
野
を
設
け
た
。

　

各
分
野
に
は「
チ
ュ
ー
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
教
員

（
そ
の
分
野
に
専
門
が
近
い
教
員
）が
2
名
ず
つ
付

き
、15
〜
20
名
ほ
ど
の
生
徒
の
探
究
に
伴
走
す
る
。

当
初
は
チ
ュ
ー
タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
授
業
を
行
っ

て
い
た
が
、昨
年
度
か
ら
は
分
野
ご
と
に
2
名
の

生
徒
を「
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
」に
任
命
し
、係
の

生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
方
法
に
シ
フ
ト
し

た
。「
課
題
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
担
当
す
る
山
岡

自
分
自
身
の
興
味
・
関
心
か
ら

出
発
し
、Will

を
耕
す

「
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
」の
設
置
で

生
徒
主
体
の
探
究
活
動
に

取材・文／笹原風花

2022年度からスタートした「総合的な探究の時間」。
現場で試行錯誤が続くなか、

実践のヒントとなる探究の事例をご紹介します。

1919年創立／総合学科／生徒数
467人（男子246人・女子221人）
／進路状況（2024年3月卒業）大
学102人、短大10人、専門学校34
人、就職2人、そのほか9人

● 年間スケジュール

「産業社会と人間」で
自分自身のWillを耕す
前半は、大学での学びや学問に触れつつ、自分の
進路や生き方について考える。夏休みにはボランテ
ィア、インターンシップ、オープンキャンパスのいずれ
かに参加。後半は、2年次の課題探究に向け、自分
の興味・関心を出発点にテーマ設定に取り組む。

「課題探究プログラム」で
マイプロジェクトを追究する
問いを立て、情報や資料を収集。夏休みには「探究
アクション①」（見学・体験、調査、実験、インタビューな
ど）に取り組む。中間報告会を経て「探究アクション
②」に取り組み、仮説の実証、分析を行う。最後は「翼
プロジェクト発表会」で発表し、エッセイを執筆する。
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翠
先
生
は
、「
生
徒
が
前
に
立
つ
こ
と
で
、み
ん
な

で
や
る
、と
い
う
雰
囲
気
が
で
き
て
き
た
」と
言
う
。

「
授
業
前
の
昼
休
み
に
係
の
生
徒
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、私
か
ら
そ
の
日
の
授
業
の
資
料
を
渡
し
て
、

や
る
こ
と
や
伝
え
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。立
候

補
者
が
い
る
分
野
は
そ
の
生
徒
に
、い
な
い
分
野

は
こ
ち
ら
か
ら
指
名
し
て
係
を
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
説
明
が
上
手
な
生
徒
も
い
れ

ば
そ
う
で
は
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
、だ
ん
だ
ん

緊
張
し
な
く
な
っ
た
、う
ま
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、自
信
が
つ
い
た
、い
い
経
験
に
な
っ
た
と
、

成
長
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
見

て
も
、係
の
生
徒
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
教
室
に
も

一
体
感
が
生
ま
れ
て
、主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
山
岡
先
生
）

「
課
題
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、「
①
興
味
・
関

心
②
協
働
・
対
話
③
ア
ク
シ
ョ
ン
・
発
信
」を
３

本
柱
と
し
て
い
る
。
4
〜
6
月
は
、1
年
次
の
後

半
で
絞
り
込
ん
だ
探
究
テ
ー
マ
か
ら
問
い
を
立
て
、

情
報
や
資
料
を
収
集
。
単
な
る
調
べ
学
習
で
は

な
く
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
探
究
学
習
に
な
る

よ
う
、チ
ュ
ー
タ
ー
が
伴
走
す
る
。「
難
し
い
の
は
、

自
分
の
興
味
・
関
心
か
ら
深
み
の
あ
る
問
い
を
立

て
る
こ
と
」と
永
池
先
生
。「
調
べ
た
ら
す
ぐ
に
答

え
が
出
る
問
い
で
は
探
究
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

し
、検
証
可
能
な
問
い
に
す
る
必
要
も
あ
る
。
そ

こ
に
苦
戦
す
る
生
徒
は
少
な
く
な
い
」と
述
べ
る
。

　

夏
休
み（
7
・
8
月
）に
は
、「
探
究
ア
ク
シ
ョ
ン

①
」と
し
て
、見
学
・
体
験
、調
査
、実
験
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ

と
を
課
し
て
い
る
。「
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

学
校
の
外
に
出
て
ア
ク
シ
ョ
ン
し
て
ほ
し
い
」と
永

池
先
生
。電
話
や
メ
ー
ル
で
相
手
に
連
絡
し
、ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
る
と
こ
ろ
か
ら
す
べ
て
生
徒

が
行
う
。夏
休
み
前
に
は
外
部
の
提
携
先
の
協
力

の
も
と
イ
ン
タ
ビ
ュー
や
取
材
に
備
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョッ
プ
を
開
催
し
、夏
休
み
明
け
に
は
ミ
ニ
報
告
会

を
行
い
生
徒
同
士
で
意
見
を
交
わ
し
合
う
。

10
月
に
は
各
分
野
の
専
門
家
を
交
え
た
中
間

報
告
会
で
現
状
を
報
告
し
、そ
こ
で
得
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
も
と
に
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

「
探
究
ア
ク
シ
ョ
ン
②
」と
し
て
再
び
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
、仮
説
の
実
証
、分
析
を
行
う
。
12
月

半
ば
に
行
わ
れ
る「
分
野
別
発
表
会
」で
全
員
が

発
表
し
、1
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て「
探
究
エ

ッ
セ
イ
」を
執
筆
。
1
月
末
に
は
、各
分
野
の
代
表

者
や
併
設
校
で
あ
る
長
野
市
立
長
野
中
学
校
の

代
表
者
が
発
表
す
る
翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
発

表
会
が
行
わ
れ
、集
大
成
を
迎
え
る
。

「
発
表
会
の
運
営
も
、翼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
が
中

心
に
な
っ
て
行
い
ま
す
。
全
体
発
表
会
で
は
1
年

生
や
中
学
生
が
２
年
生
の
発
表
を
見
る
機
会
が

あ
り
、探
究
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
」（
山
岡
先
生
）

　

な
お
、全
体
発
表
の
後
は
、進
路
選
択
に
向
け

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
志
望
理
由
書
の
執
筆
な

ど
、探
究
の
取
組
を
進
路
に
つ
な
げ
る
時
間
と

な
っ
て
い
る
。

　

主
体
的
に
探
究
に
取
り
組
む
土
壌
が
で
き
つ

つ
あ
る
市
立
長
野
高
校
だ
が
、課
題
も
あ
る
。

「
調
査
や
分
析
に
お
い
て
裏
付
け
と
な
る
デ
ー
タ

や
証
拠
に
乏
し
く
、分
析
や
考
察
も
甘
く
、科

学
的
な
視
点
が
浅
い
。そ
の
あ
た
り
が
ま
だ
ま
だ

…
」と
山
岡
先
生
。
こ
う
し
た
課
題
を
受
け
、今

年
度
か
ら
1
年
次
後
半
に
新
た
に
組
み
込
む
の

が「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィッ
ク・
ア
プ
ロ
ー
チ
」だ
。同

校
は
文
部
科
学
省
の
高
等
学
校
D
X
加
速
化

推
進
事
業（
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）に
採
択
さ
れ

て
お
り
、信
州
大
学
、長
野
工
業
高
等
専
門
学

校
と
の
連
携
に
よ
り
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や

A
I
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
を
13
時
間
分
設

け
る
。
10
・
11
月
に
実
施
予
定
で
、永
池
先
生
、

山
岡
先
生
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、同
校
で
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
高
大
連

携
・
高
大
接
続
の
取
組
が
進
ん
で
お
り
、3
年
生

の
う
ち
早
期
進
路
決
定
者
を
対
象
に
し
た
分

野
別
の
特
別
編
成
授
業
を
実
施
。
長
野
県
立

大
学
、長
野
保
健
医
療
大
学
、清
泉
女
学
院
大

学
な
ど
と
連
携
し
、大
学
で
の
探
究
的
な
学
び

に
備
え
る
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

「
中
高
・
高
大
と
い
っ
た
縦
の
つ
な
が
り
、地
域
と

の
協
働
や
外
部
連
携
と
い
っ
た
横
の
つ
な
が
り
が

広
が
り
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、信
州
の
伝
統
野
菜
を
栽
培
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
先
輩
か
ら
後
輩
に
引
き
継
が
れ
た

り
、地
域
の
高
齢
者
向
け
施
設
と
協
働
し
て
高

校
生
が
放
課
後
に
過
ご
せ
る
場
所
を
つ
く
っ
た
り
、

土
砂
災
害
の
被
災
者
と
対
話
す
る
座
談
会
を
開

い
た
り
、学
外
の
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー
ド
に

挑
戦
し
た
り
。
課
題
探
究
を
通
し
て
生
徒
の
意

外
な
側
面
が
見
え
る
な
ど
、私
た
ち
と
し
て
も
気

づ
き
が
多
い
で
す
。
今
後
は
、科
学
的
な
も
の
の

見
方・
考
え
方
を
育
て
る
こ
と
に
注
力
し
つ
つ
、生

徒
同
士
の
学
び
合
い
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
な

仕
掛
け
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」（
永
池
先
生
）

高
大
連
携
を
強
化
し
、科
学
的
な

も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
育
て
る

自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

体
験
を
通
し
て
情
報
を
集
め
る

月１回の「翼プロジェクト通信」を発行するのも翼プ
ロジェクト係の役割。分野ごとに持ち回りで担当し、
プロジェクトの進捗や具体的な取組などを生徒目線
で発信している。

夏休みの探究アクショ
ン①に先立ち、ワークシ
ョップを実施。一般社団
法人HLABの大学生か
ら、インタビューや取材の
方法を学ぶ。

翼プロジェクト発表会に
て学校代表に選出され
た生徒は、長野県総合
学科高校合同課題研究
発表会で発表する。
2023年度は、信州の伝
統野菜の栽培・普及をテ
ーマに課題探究に取り
組んだ生徒が選ばれ、発
表した。

担当チューターとの面談用のワークシート。「探究テ
ーマ（問い）」「仮説or最終目標」「仮説を証明するた
めor目標達成のために必要な情報・すべきことは何
か」「具体的な計画」について書き出し、面談に臨む。
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書籍やインターネットの知識・情報だけでなく、専
門家へのインタビュー、取材、見学・体験、調査、
実験などのアクションを通して情報を集める。事前
に、一般社団法人HLABの協力のもと、インタビュ
ーや取材の方法をワークショップ形式で学ぶ。

自らアクションを
起こして情報を集める

アクションを通して得られた情報を整理・分析し、
中間報告会で報告。専門家からのフィードバック
をもとに分析や考察を深めつつ、見えてきた課
題に対して2回目のアクションを起こすことで探
究がブラッシュアップされる。

●プレゼンテーションやポスター発表などによる評価
● 報告書・レポート・エッセイなどの制作物による評価
● 評価カードや学習記録などによる
 生徒の自己評価や相互評価

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む
態度」の3つの観点から上記を総合的に評価し、チューターがA～C
の評価をつける。

集めた情報を分析し、
探究サイクルを回す

課題設定の出発点は、自分の興味・関心。１年
次は提携する（株）トモノカイによる課題設定の
ためのワークショップやオンラインでのメンタリン
グ、2年次はチューターとの対話などを通して、テ
ーマを絞り込み、問いを立てていく。

自分の興味・関心を
出発点に、テーマを選定

中間報告会、分野別発表会と発表の機会が２
回あることで、探究のサイクルも2周回る。分野
の代表者は、中高合同で行われる翼プロジェク
ト発表会でも発表。最後は探究活動を振り返
り、エッセイを執筆する。

取組・成果をまとめて
発表し、エッセイを書く

自分の興味・関心を起点に、Willを耕す。
学校から飛び出し、アクションを起こす。

#興味・関心　#協働・対話、学び合い　#アクション・発信
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